
地　区　名 
元町2丁目区 
立 川 区 
上 郡 区 
上 後 区 
中 後 区 
上 袋 田 区  
下 袋 田 区  
下 後 区 
上 長 渕 区  
下 長 渕 区  
富 田 区 
芳 野 区 
沢 　 　 区  

第５６回 作りものコンクール 
奨 励 賞  
勝山商工会議所会頭賞  
奨 励 賞  

―――――― 
奨 励 賞  
勝 山 地 区 区 長 会 長 賞  
奨 励 賞  
勝 山 市 長 賞  

―――――― 
福 井 新 聞 社 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  

第２５回 行燈コンクール 
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
中 日 新 聞 社 賞  
奨 励 賞  
勝 山 市 議 会 議 長 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
奨 励 賞  
勝 山 市 長 賞  
勝 山 観 光 協 会 長 賞  

第３９回 子どもばやしコンクール 
勝山市子ども会育成連絡協議会長賞 
勝山商工会議所会頭賞  
勝山市連合婦人会長賞  
勝山左義長ばやし保存会長賞 
福 井 テ レ ビ 社 賞  
勝山青年会議所理事長賞 
福 井 新 聞 社 賞  
勝 山 観 光 協 会 長 賞  

―――――― 
勝 山 市 長 賞  

―――――― 
勝 山 地 区 区 長 会 長 賞  
勝 山 市 議 会 議 長 賞  
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2
月
２１
日
、
２２
日
の
両
日
、
奥
越
に
春
を

呼
ぶ
奇
祭
「
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
約
１０
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
元
町
2
丁
目
区
で
一
番
太
鼓

（
ふ
れ
太
鼓
）
が
行
わ
れ
、
櫓
の
前
に
は
多

く
の
市
民
が
集
ま
り
、
待
ち
に
待
っ
た
ま
つ

り
の
始
ま
り
を
祝
う
と
、
そ
の
他
の
櫓
で
も

一
斉
に
お
は
や
し
が
始
ま
り
、
市
街
地
の
あ

ち
こ
ち
で
「
蝶
よ
花
よ
〜
花
よ
の
ね
ん
ね
〜
」

の
左
義
長
ば
や
し
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

櫓
の
上
で
は
長
襦
袢
を
着
た
男
衆
や
、
女

性
、
子
ど
も
た
ち
が
１
年
に
１
度
の
「
浮
き
」

を
披
露
。
お
ど
け
た
仕
草
で
、
観
光
客
の
目

を
釘
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

各
地
区
の
通
り
は
多

く
の
人
出
で
あ
ふ
れ
、

カ
ラ
フ
ル
な
短
冊
の
下

を
歩
き
な
が
ら
、
勝
山

の
奇
祭
を
堪
能
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
世
相

を
風
刺
し
た
絵
行
燈
や

作
り
も
の
に
も
注
目
が

集
ま
り
、
笑
っ
た
り
感

心
し
た
り
し
て
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
を
熱
心
に
見

て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ド
ン

一番太鼓を務めた元町2丁目区

ま
つ
り
と
炎
の
熱
気
が
ま
ち
な
か
を
包
む

①⑥

②

③

④⑤⑦

①沢区では、左義長櫓会館

が完成し、今年から櫓の場

所を沢町交差点角に移動し

て、おはやしが行われまし

た。

②子どもばやしコンクール

では、下長渕区が勝山市長

賞を受賞しました。

③④行燈コンクールと作り

ものコンクールでは、それ

ぞれ芳野区と下後区が勝山

市長賞を受賞しました。

⑤子どもたちもカラフルな

衣装で着飾って櫓に上がり

ます。

⑥夜9時頃まで各櫓では、

おはやしが鳴り響きます。

⑦小雨が降る中、五穀豊穣

を願うドンド焼きが行われ

ました。

ド
焼
き
で
は
、
１４
の
御
神
体
か
ら
天
に
向
か

う
火
柱
が
、
五
穀
豊
穣
を
約
束
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。


